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１．はじめに

　コンクリートポンプ工法において、コンクリートが輸

送管内を流れる際に、コンクリートと輸送管内部の摩擦

などによって輸送管が摩耗することは周知の事実であ

り、定期的に輸送管を点検し必要に応じて取替えを行っ

ている。この圧送による輸送管の摩耗に関する研究とし

て、立松らの研究１)が代表的であり、輸送管のすり減り

量(以下、すり減り量とする)はコンクリートの通過量お

よび管内圧力に密接な関係があることを報告している。

しかし、この報告は、高層建築物の圧送施工における最

終的なコンクリートの通過量とすり減り量の 1 回の測定

結果から検討したものであり、同一の輸送管に対してコ

ンクリートの通過量を段階的に変化させた検討はされて

おらず、その挙動は不明な点が多い。

　そこで、本研究は、コンクリートの通過量が輸送管の

すり減り量に及ぼす影響を明らかにするために、高層

R C 造建築物の施工において設置した輸送管のすり減り

コンクリートポンプ工法　輸送管　摩耗

通過量　高層 R C 造　高所圧送

量を段階的に測定し、コンクリートの通過量との関係を

検討した。

２．測定概要

2.1 調査対象

　配管状況を図１に示し、測定対象とした輸送管の概要

を表１に示す。対象とした圧送工事は、高さ1 7 0 m を超

える高層 R C 造建築物の施工であり、すり減り量の測定

は、20F 打込み後(1 回目)，31F 打込み後(2 回目)，42F

打込み後(3 回目)および52F 打込み後(4 回目)とした。ま

た、測定対象とした輸送管は、高さ0m ～ 159.4m の鉛直

方向に設置したH 管(肉厚6.6mm)，M 管(肉厚6.6mm およ

び4.5mm)，S 管(肉厚3.5mm)とし、5F(4F 立上り)の打込

みから使用した。なお、42 F 打込み後(3 回目)の肉厚の

測定直後に0 ～19.8m に設置してあるH 管9 本の取替え

を行った。

2.2 測定方法

　すり減り量は、超音波厚さ計(測定精度：±0. 1 m m ±

0.5％)により輸送管の端部付近2 箇所において輸送管の

肉厚を測定し、輸送管の規格値(6 .6 m m，4 .5 mm および

3.5mm)から測定値を差し引いて算出した。なお、以降の

検討には、端部付近 2 箇所の測定値の平均値を用いるこ

ととした。

2.3 圧送したコンクリート

　圧送したコンクリートは、いずれも設計基準強度 3 0

～ 3 6 N / m m 2 の普通強度レベルであり、各階の圧送量は

649.2 ～ 732.4m3 であった。また、スランプは18 および

21cm であった。

３．測定結果および考察

3.1 コンクリートの通過量とすり減り量の関係

　コンクリートの通過量とすり減り量の関係を図２に示

す。すり減り量は、立松らの研究１)と同様に、コンクリー

トの通過量が多いほど大きくなる傾向を示した。これ

は、前述したように、コンクリートと輸送管内部の摩擦

表１　測定対象とした輸送管の概要

図１　配管状況

名称
肉厚
(mm)

許容圧力
(N/mm2)

材質
配管位置

(圧送高さ)

肉厚測定本数(本)

1回目 2回目 3回目 4回目

H管 6.6 12.0 STK500 0m～ 44.9m 28 10 - -

M管
6.6 8.0 STK500 44.9m～ 98.5m 28 31 - -

4.5 8.0 STK500 98.5m～133.8m 28 33 20 -

S管 3.5 4.0 STK500 133.8m～159.4m 28 33 22 16

測定回数 施工階 累計圧送量(m3)

1回目 5F～20F 10531.7

2回目 5F～31F 18544.3

3回目 5F～42F 26566.4

4回目 5F～52F 33854.1

H管
6.6mm

S管
3.5mm

M管
4.5mm

M管
6.6mm

20FL(63.8m)

31FL(98.2m)

42FL(133.5m)

52FL(165.5m)

ポンプ

ポンプ車の仕様

①

型式 BSF28.16H

最大理論吐出量
標準：160m3/h
高圧：108m3/h

最大理論吐出圧力
標準： 8.5MPa
高圧：13.0MPa

②

型式 LP1115HP

最大理論吐出量
標準：110m3/h
高圧： 70m3/h

最大理論吐出圧力
標準：15.0MPa
高圧：22.0MPa

圧送高さの
基点(0m)
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図２　コンクリートの通過量とすり減り量の関係

図３　測定時ごとのすり減り

量の関係

などの影響によるものである。コンクリートの通過量と

すり減り量の関係は、同一の測定日であれば、輸送管の

種類にかかわらず概ね比例関係となる傾向を示し、これ

は、立松ら１)の輸送管の種類ごとに比例関係が認められ

るという報告と異なる傾向であった。また、コンクリー

トの通過量とすり減り量の関係からなる傾きは、１回目

＞ 2 回目＞ 3 回目＞ 4 回目の順で大きい傾向を示した。

3.2 測定時ごとのすり減り量の関係

　測定時ごとのすり減り量の関係を図３に示す。ここで

は、同一の輸送管について複数回測定しているものを比

較している。測定時ごとのすり減り量の関係は、いずれ

の場合も、前の測定時からプラス側へ一定量増加してい

る、すなわち、同一のコンクリートを圧送した場合の輸

送管は、輸送管の配管位置(管内圧力)や種類にかかわら

ず、概ね均等に摩耗する傾向を示している。また、すり

減り量は、本調査の測定間隔( コンクリートの通過量の

差が8012.6 ～ 23322.4m3)の場合、平均で0.44 ～1.39mm

であった。

　コンクリートの通過量とすり減り量の関係からなる傾

きが測定日ごとに異なることおよび輸送管の配管位置

(管内圧力)や種類にかかわらず概ね均等に摩耗すること

を踏まえると、輸送管のすり減り量は、管内圧力の影響

は小さく、コンクリートの通過量およびコンクリートの

品質によって大きく左右されるものと考えられる。

４ . まとめ

　本研究は、コンク

リートの通過量が輸

送管のすり減り量に

及ぼす影響を明らか

にするために、高層

R C 造建築物の施工

において設置した輸

送管のすり減り量を

段階的に測定し検討

した。その結果、得られた知見を以下に示す。

（１）すり減り量は、コンクリートの通過量が多いほど

大きくなる傾向を示し、輸送管の種類にかかわら

ず概ね比例関係となる傾向を示した。

（２）同一のコンクリートを圧送した場合の輸送管は、

輸送管の配管位置(管内圧力)や種類にかかわらず、

概ね均等に摩耗する傾向を示した。

　本研究は、高層 R C 造建築物の施工において測定した

結果から検討した。引き続き、データの蓄積や水平管に

ついても検討する予定である。
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